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石
川
県
内
の
被
災
し
た
地
域
の 

状
況
に
つ
い
て

　

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
、「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
多
大
な
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
地
震
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
は
、
私

た
ち
も
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
大
き
な
地
震
で
し
た
。県
内
で
は
、

こ
こ
三
年
の
間
に
、
二
〇
二
三
年
五
月
の

最
大
震
度
六
を
含
め
、
能
登
を
震
源
と
し

た
地
震
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

石
川
県
は
南
北
に
長
い
県
で
す
。
今
回

の
地
震
の
震
源
は
能
登
半
島
の
先
端
部
分

の
地
域
で
す
が
、
金
沢
市
以
南
の
地
域
で

も
、
二
〇
二
四
年
一
月
一
六
日
現
在
、
大

き
な
余
震
が
つ
づ
い
て
お
り
、
不
安
な

日
々
で
す
。

　

被
害
の
と
く
に
大
き
か
っ
た
能
登
地
域

福 井 県

富 山 県

石 川 県

岐 阜 県

珠洲市

能登町輪島市

穴水町

七尾市

志
賀
町

中
能
登
町

羽咋市

宝達志水町

かほく市

津幡町

野々市市

内灘町

金沢市川北町

能美市

小松市
加賀市

白山市

は
過
疎
化
が
進
み
、
高
齢
者
が
多
く
住
む

地
域
で
、古
い
建
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
公
共
交
通
が
不
足
し
て
お
り
、

車
に
頼
っ
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
地
震
に
よ
っ
て
各
所
で
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
物
資
な
ど
の
輸
送
に
支
障
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

学
童
保
育
に
関
し
て
は
、
能
登
地
域
は

石
川
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

県
連
協
）
に
は
未
加
盟
で
、
直
接
的
な
情

報
把
握
が
む
ず
か
し
い
状
況
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
学
童
保
育
は
公
営
や
法
人
運
営
・

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
を
担
っ
て
お

り
、
学
校
や
公
共
施
設
・
児
童
館
内
に
施

設
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
の
大

き
か
っ
た
珠
洲
市

は
児
童
数
の
減
少
か
ら

学
童
保
育
を
な
く
し
て
「
放
課

後
子
供
教
室
」
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
一
月
一
八
日
以
降
、
県
連

協
事
務
局
で
は
、
各
市
町
の
担
当
課
や
各

学
童
保
育
に
被
害
状
況
を
う
か
が
っ
て

い
ま
す
。

◇
輪
島
市
（
市
内
の
学
童
保
育
数
一
二
か

所
）
は
、
ほ
と
ん
ど
が
学
校
や
公
共
施

設
内
に
施
設
が
あ
り
、
現
在
、
そ
れ
ら
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が
避
難
所
と
な
っ
て
い
て
、
学
童
保
育

の
再
開
は
見
通
せ
な
い
状
態
で
す
。

◇
羽
咋
市（
市
内
の
学
童
保
育
数
五
か
所
）

で
は
、
水
や
電
気
は
止
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
一
月
九
日
か
ら
学
童
保
育
を
再
開

し
ま
し
た
。

◇
七
尾
市
（
市
内
の
学
童
保
育
数
一
八
か

所
）
で
は
、
一
月
一
九
日
に
二
か
所
が

保
育
を
再
開
す
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の

後
は
未
定
と
の
こ
と
。

◇
志
賀
町（
町
内
の
学
童
保
育
数
二
か
所
）

で
は
、
一
か
所
の
施
設
が
壊
滅
状
態
の

た
め
、小
学
校
を
含
め
て
中
学
校
内（
未

だ
断
水
中
）
へ
移
転
し
、
一
月
二
五
日

よ
り
再
開
予
定
と
の
こ
と
。

◇
穴
水
町（
町
内
の
学
童
保
育
数
三
か
所
）

再
開
未
定
。

◇
能
登
町（
町
内
の
学
童
保
育
数
五
か
所
）

再
開
未
定
。

◇
宝
達
志
水
町
（
町
内
の
学
童
保
育
数
二

か
所
）
で
は
、
一
か
所
の
学
童
保
育
施

設
に
被
害
が
あ
り
、
も
う
一
つ
の
学
童

保
育
で
合
同
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
か
ほ
く
市
（
市
内
の
学
童
保
育
数
一
三

か
所
）
で
も
一
か
所
が
被
災
し
、
子
ど

も
た
ち
は
他
学
童
保
育
へ
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
移
動
し
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

◇
内
灘
町（
町
内
の
学
童
保
育
数
六
か
所
）

で
は
、一
か
所
の
施
設
に
被
害
が
あ
り
、

他
小
学
校
内
の
学
童
保
育
と
合
同
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
津
幡
町
（
加
賀
地
域
・
県
連
協

加
盟
）
で
は
、
当
初
は
断
水
が
あ
り
ま
し

た
が
、
順
次
復
旧
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
月
五
日
に
津
幡
町
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
の
会
議
が
予
定
ど
お
り
開
か
れ
、
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
月
九
日
に
は

全
ク
ラ
ブ
が
開
所
。
野
々
市
市
で
も
、
一

月
四
日
か
ら
通
常
の
保
育
を
開
始
し
て
い

ま
す
。金
沢
市
で
は
、施
設
に
亀
裂
が
入
っ

た
学
童
保
育
が
あ
り
ま
し
た
が
、
安
全
確

認
が
で
き
、
一
月
九
日
か
ら
保
育
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
通
常

ど
お
り
の
生
活
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。

　

未
だ
、
道
路
の
陥
没
や
亀
裂
で
通
行
不

能
か
所
が
多
く
、
断
水
地
域
も
多
く
あ
り

ま
す
。
支
援
物
資
は
受
け
入
れ
態
勢
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
届
け
る

の
が
困
難
な
状
況
で
す
。「
県
の
窓
口
以

外
の
個
人
の
支
援
物
資
は
ひ
か
え
て
ほ
し

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

金
沢
市
内
の
『
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
』（
二
次
避
難
所
が
決
ま
る
ま

で
の
避
難
所
。
二
〇
一
一
年
、
第
四
六
回

全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
・
全
体
会
会
場
）

で
は
「
子
ど
も
広
場
」
が
開
設
さ
れ
、
私

た
ち
と
つ
な
が
り
の
あ
る
金
沢
大
学
の
先

生
の
呼
び
か
け
で
、
県
連
協
加
盟
の
指
導

員
有
志
が
、
小
学
生
の
保
育
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
募
金
活
動
を
進
め
、
情
報
を

収
集
し
つ
つ
、
県
内
の
学
童
保
育
の
再
開

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

の
か
を
皆
で
考
え
、
種
々
の
課
題
解
決
、

「
地
域
連
協
」「
各
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
石
川
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
・

事
務
局
長
　
河
内
久
美
）


